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　「結露せし窓に書きたるアンパンマンが涙を流
すと三才が呼ぶ」佐々木和子（日南）
　読売新聞の「とっとり文芸」欄に載っていた歌

です。図書館に来る子どもたちの中にも「アンパ

ンマン」が大好きな子が多くいます（私のめいも

その一人）。短い歌のなかに情景が浮かんできて、

心が温かくなる歌です。

　このように、子どもを詠った歌・句というのも

たくさんあります。早川ゆき『子育て歌集　アン

カー』では、自身の 4 人目の子（末っ子なので「我

が家のア
・

ン
・

カ
・

ー
・

」）を育てながら心に浮かんだ歌

を子どもの成長とともに綴っています。

「部屋ぬちに常に玩具のちらかりて幼な児一人に
家片づかぬ」（～２歳）
「顔からすぐ手足を描く三歳児父の眼鏡は忘れず
描きて」（三歳）
　もちろん俳句でも。西村和子・編『ＮＨＫ俳句

子どもを詠う』。これは自身の俳句のみならず、

高浜虚子・正岡子規などの有名な俳人の句も載っ

てます。

「行春の出費迅速子は育つ」清水基吉
「仰げる子墓に上りて蝉とる子」高浜虚子

　どの歌・句にも子どもを見つめる親の心がよく

表れていて、声に出して読むとなおのこと、しみ

じみとするものばかり。今子育て中の人だけでな

く、子どもを囲む人すべてにオススメしたい本た

ちです。自分でも一句（あるいは一首）、詠んで

みるともっと楽しいかもしれませんね。

（日野町図書館　田中）

★そのほかに…

　・『そこにいますか　日常の短歌』

　・『サキサキ　オノマトぺの短歌』

　・『納豆の大ドンブリ　家族の短歌』

【日野町図書館  おすすめの 1冊コーナー】

読んでみならんかな～
「子育て歌集　アンカー」　　  早川ゆき
「ＮＨＫ俳句　子どもを詠う」西村和子

日野中学校　三好由
よしのり

訓教諭が
『平成 23年度文部科学大臣優秀教員表彰』
を受賞されました

　25年間、日野郡各中学校などでソフトテニス部顧問
として、中国大会や全国大会で活躍する選手を育てるな
ど大きな成果を挙げられ、鳥取県のソフトテニス競技の
発展と振興に貢献されたことが認められました。
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農業相談日のお知らせ
▶３月１９日（月）　　時間＝午前９時～正午

▶４月２０日（金）　　場所＝農業委員会事務局

１月６日（金）　総会
　5 件の農用地利用権設定申請を審議し承認

２月７日（火）　総会

活動報告（1～ 2月）

画：長住武美 書：長谷川百子

年男に思うこと

日野町農業委員会

会長　長住 武美

　本年で 5回目の年男、壬
みずのえたつ

辰を無事

迎えることができました。還暦を迎

えたという実感は、まだありません。

　これも健康で、日々働くことがで

きていればこそと、皆さまに日ごろ

のご愛顧に感謝申し上げます。

　さて、昨年は大雪に始まり、震災・

台風・豪雨と災害の年でしたが、人

と人のつながりや助け合い、絆とい

う言葉が見直された年であったと思

います。

　しかし、高齢化が進む日野町にお

いて何をすれば良いのかと考えると

き、今現状にある空き家、耕作放棄

地を有効利用する手だて〔生産＝加

工＝販売＝ＰＲ＝メンテナンス〕の

総合的プロジェクトを考えなければ

いけません。

　山間地の便利の悪さを逆手にと

り、空気・水といった自然環境の良

さを生かした生産物・特産品を林業

と組み合わせた地産商品の開発が必

要と考えます。

　例えば、梱包する素材に竹の皮、

出荷する入れ物につるを使うなど、

素材と生産加工した物を組み合わせ

ることです。またそれが、今日失わ

れつつある物作りの日本文化の継承

にもつながり、雇用促進にもつなが

ると思われます。

　今、熟練者が健在な時に伝授して

おかなければ、日本の物作りの文化

が失われてしまうのではないでしょ

うか。東京スカイツリーも日本古来

の伝統文化があればこそ、狭い面積

であれだけの高さの建造物ができて

いるのです。

　人口が減少していく地域こそ、み

んな一丸となって知恵を出し合い、

希望ある未来に向かって“ガンバロ

ウ”ではありませんか。

（　　　　　　　　　）


